
Ｊ
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Ｍ
Ｏ
Ｎ
あ
か
で
み
ぃ
が
邪
馬
台
国
論
争
へ
参
入
し
て
い
き
ま
す
。

『
魏
志
』
倭
人
伝
中
の
「
卑
弥
呼
」
と
い
う
記
述
の
奥
に
、
日
本
古
代
史
の
ど
う
い
う
事
実
が
あ
っ
た

の
か
？

母
系
制
社
会
の
名
残
や
呪
術
的
な
冥
想
の
有
益
さ
に
つ
い
て
の
、
民
衆
の
ロ
マ
ン
。
ひ
ょ
っ
と

な

ご

り

し
て
ご
当
地
に
日
本
古
代
史
の
重
大
な
事
実
が
埋
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
と
い
う
、
村
お
こ
し
町
お
こ
し

へ
の
希
求
。

実
に
、
考
古
学
・
民
俗
学
・
文
献
学
・
言
語
学
・
政
治
学
・
神
話
学
・
天
文
学
な
ど
を
綜
合
す
る
論
理

学
が
な
い
と
、
「
邪
馬
台
国
」
「
卑
弥
呼
」
「
倭
国
」
の
謎
を
正
し
く
解
き
、
日
本
各
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
民

衆
の
ロ
マ
ン
や
村
お
こ
し
町
お
こ
し
へ
の
希
求
に
正
し
い
秩
序
を
あ
た
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
の
日
本
の
大
学
な
ど
の
研
究
体
制
は
、
た
い
へ
ん
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
綜
合
性
か
ら
逃
避
す
る

傾
向
に
あ
る
と
観
察
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
大
学
や
官
庁
と
新
し
い
文
化
教
養
産
業
や
村
お
こ
し
町
お
こ
し
の
ス
キ
マ
を
埋
め
る
、
対
話

活
動
こ
そ
が
、
日
本
民
衆
の
元
気
回
復
の
鍵
で
す
。

邪
馬
台
国
論
争
が
、
議
論
百
出
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
民
衆
（
新
し

い
文
化
教
養
産
業
の
消
費
者
）
の
画
時
代
的
な
欲
求
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
あ
か
で
み
ぃ
は
、
邪
馬
台
国
論
争
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
に
こ
そ
着
目
し
、
信
用
で

き
る
情
報
を
紹
介
し
つ
つ
、
他
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
気
鋭
の
考
古
学
者
・
寺
沢

薫
先
生
の
『
日
本
の
歴
史

第

巻
王
権
誕
生
』
（
講
談
社
二
〇
〇

02

〇
年
）
に
注
目
し
ま
し
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
政
治
学
者
の
滝
村
隆
一
先
生
が
『
国
家
論
大
綱

第

一
巻

上
』（
勁
草
書
房
二
〇
〇
三
年
）
の
三
八
三
～
七
頁
に
お
い
て
批
評
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
寺
沢
先
生
の
主
張
を
山
田

学
な
り
に
要
約
し
ま
し
た
。

「
漢
帝
国
の
影
響
も
あ
り
、
弥
生
時
代
の
北
部
九
州
に
、
ナ
国
と
イ
ト
国
と
い
う
、
部
族
国
家
連
合
が
興

隆
し
た
。
ナ
国
は
紀
元
五
七
年
、
後
漢
よ
り
、
『
漢
委
奴
国
王
』
と
い
う
金
印
を
授
っ
た
。
ま
た
、
紀
元

一
〇
七
年
に
後
漢
に
朝
貢
し
た
『
倭
国
王
帥

升
』
は
イ
ト
国
王
で
あ
る
。

す
い
し
ょ
う

紀
元
三
世
紀
初
め
、
後
漢
の
混
乱
の
時
代
、
日
本
列
島
に
お
い
て
、
卑
弥
呼
を
共
立
し
、
日
本
列
島
初

の
王
国
が
誕
生
し
た
。
卑
弥
呼
を
大
王
と
す
る
倭
国
の
領
土
は
、
北
部
九
州
を
も
、
奈
良
盆
地
を
も
含
み
、

西
日
本
の
大
部
分
と
東
日
本
の
一
部
を
包
括
し
て
い
る
。
倭
国
と
い
う
王
国
の
首
都
は
ヤ
マ
ト
（
奈
良
盆

地
東
南
部
）
の
纒
向
遺
跡
で
あ
る
。
邪
馬
台
国
は
ヤ
マ
ト
（
奈
良
盆
地
東
南
部
）
で
あ
る
が
、
卑
弥
呼
の

ま
き
む
く

居
る
首
都
（
纒
向
遺
跡
）
は
、
ヤ
マ
ト
の
伝
統
的
な
唐
古
・
鍵
遺
跡
と
は
無
関
係
に
新
設
さ
れ
た
。
そ
し

ヽ

ヽ

て
日
本
独
自
の
前
方
後
円
墳
の
建
造
に
よ
る
呪
術
的
支
配
を
開
始
し
た
。
ヤ
マ
ト
は
地
理
的
に
東
国
支
配

へ
向
け
て
の
軍
事
的
要
で
あ
る
。

倭
国
と
い
う
王
国
は
各
地
の
部
族
国
家
連
合
を
包
括
し
て
い
た
が
、
部
族
国
家
連
合
の
勢
力
と
し
て
、

ヤ
マ
ト
（
邪
馬
台
国
）
が
決
し
て
最
大
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
大
勢
力
は
キ
ビ
（
吉
備
）
で
あ
り
、

イ
ヅ
モ
（
出
雲
）、
タ
ニ
ワ
（
丹
後
）、
北
部
九
州
（
イ
ト
国
や
ナ
国
）
な
ど
、
大
き
な
勢
力
が
あ
っ
た
。

権
力
と
領
土
の
発
達
段
階
、
卑
弥
呼
共
立
に
よ
る
首
都
と
呪
術
的
支
配
様
式
の
新
設
、
と
い
う
視
点
が

必
要
で
あ
る
。

な
お
、
弥
生
農
業
は
日
本
の
農
業
文
化
の
原
点
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
の
農
業
文
化
を
開
拓
す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る
た
め
、
弥
生
農
業
の
正
し
い
調
査
が
最
重
要
で
あ
る
。」

さ
て
、
こ
の
寺
沢
先
生
の
主
張
と
は
か
な
り
傾
向
が
異
り
ま
す
が
、
有
名
な
サ
イ
ト
で
あ
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
当
初
の
「
中
味
」
と
し
て
は
、
あ
え
て
「
邪
馬
台
国
の
会
」
へ
リ
ン
ク
し
ま
す
。
こ
の
有

名
サ
イ
ト
に
お
け
る
議
論
と
寺
沢
先
生
ら
の
矛
盾
を
ど
う
解
決
し
て
い
け
る
か
？

ま
た
、「
二
十
世
紀
百
年
間
に
お
け
る
邪
馬
台
国
論
争
史
」
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
岩
波
新
書
『
邪

馬
台
国
論
争
』（
佐
伯
有
清
先
生
著
）
が
二
〇
〇
六
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
付
記
し
ま
す
。
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